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クリニックの概要

名称：医療法人社団小羊会 船橋訪問クリニック
住所：千葉県船橋市高根台3丁目1番205
敷地面積：712.19坪
アクセス：新京成線・高根公団駅より徒歩10分
病床 ：一般15床
診療科目 ：内科・人工透析・訪問医療
理事長 ：長沼 信治
院長：〇〇 〇〇
開院予定年月日：令和3年（2021年）3月（予定）
診療時間：
一般外来：9:00～12:00/14:00～16:30
人工透析：8:00～16:30
休診日：日曜
訪問医療：24時間365日
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クリニックの概要（設備、職員構成等）

【設備概要】
許可病床：15床
透析施設：個人用透析装置 20台
設備機器：レントゲン、CT、特殊入浴装置
サービス ： 自立支援医療機関（更正医療）、患者送迎

【職員構成】
常勤医師3名、非常勤医師10名、常勤看護師7名、非常勤看護師7名、
臨床工学技士4名、管理栄養士1名、薬剤師1名、MSW2名、理学療法士1名、
看護助手7名、事務スタッフ5名、メディカルクラーク3名、清掃員2名

【特別療養環境の提供（室料）】
個室 5250円
全許可病床数15床

【施設基準一覧】
病床種別：回復期15床（有床診療所入院基本料）

4



クリニックの概要（規模、運営方針）

【規模】
3階建ての総床面積655.86坪を計画している。
職員は、医師、看護師、技士、事務員の50名程度。患者は、透析患者最大
50名程度、入院15名、訪問診療対象患者500名を想定している。

【運営方針】
・病院からの早期退院患者の受入れ機能・・・・病院において長期退院困難
者を積極的に引き受け、在宅や老人施設など退院先を調整する機能を持つ。
・在宅患者急変時の受入れ機能・・・・在宅療養支援診療所として、訪問診
療を提供している患者向けに急変時のバックベッド機能を備える。
・在宅医療の拠点機能・・・・24時間365日、医師・看護師がいつでも訪問
診療可能な体制を整える。
・終末期医療を担う機能・・・・終末期医療・看取り医療、緩和ケア医療を
積極的に提供していく。
・リハビリテーション機能・・・・高齢者向けに基本動作、歩行などの移動
動作の自立を目標にした機能回復を目指す。
・専門医療（人工透析）を担う機能・・・・高齢者の透析患者向けに車いす
送迎付きの外来透析機能を提供する。透析患者向けにリハビリ医療も提供で
きる。
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クリニックの概要（運営方法）

【運営方法】
・訪問診療、人工透析、入院（15床）、リハビリという４つの機能を備え
運営していく。

・訪問診療・・・・法人内の他診療所実績を参考にすると、提携する老人施
設20施設以上、在宅患者20名程度、患者計400人以上を目標として運営す
る。常勤医師2名以上、非常勤医師3名以上、看護師3名程度、医療事務6名
程度、MSW1名という配置で考えている。
・人工透析室・・・・1ベッドを1日2回転させて、午前午後に治療を行う。
治療日は、月曜日から土曜日までとし祝祭日も対応する。介護が必要な透析
患者も増加することも視野に入れ、高齢者の介護送迎を積極的に行っていく。
・入院・・・・急性期からの転院先として病診連携を図っていく。また、退
院困難患者を積極的に受け、訪問診療の強みである、退院先支援をMSW中
心に行う。在院日数30日以内、ベッド稼働率90％を目指していく。
・リハビリ・・・主に法人内の透析診療所（無床）から、リハビリが必要な
疾患患者を受け、透析とリハビリをセットで提供していく。
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【東葛南部医療圏】医療環境

資料：日本医師会 地域医療情報システム

（※）比較地域：全国平均

面積 253.81k㎡

国勢調査
人口

（2010年）1,710,000人
（2015年）1,738,624人

人口増減率
（2010～2015年）

1.67％
（※）-0.75％

高齢化率
（65歳以上・2015年）

23.00％
（※）26.60％

人口密度
（2015年）

6,850.10人／k㎡
（※） 340.80人／k㎡

市川市・船橋市・習志野市・八千代市・鎌ケ谷市・浦安市
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【東葛南部医療圏】外部環境（人口、医療介護需要）

国立社会保障・人口問題研究所（2018年3月推計）

■0～14歳 ■15～39歳 ■40～64歳
■65～74歳 ■75歳以上 資料：日本医師会 地域医療情報システム

将来推計人口

医療介護需要予測指数（2015年実績＝100）

年齢階層 国勢調査

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

年少人口（0～14歳） 222,464 212,503 200,965 193,682 187,974 185,434 181,514

生産年齢人口1（15～39歳） 517,145 502,041 489,554 482,626 470,894 450,278 432,446

生産年齢人口2（40～64歳） 599,809 615,371 629,718 613,667 578,396 533,029 508,841

高齢者人口（65歳以上） 399,206 432,334 442,948 460,710 492,204 535,824 553,821

後期高齢者人口（75歳以上＝再掲） 171,386 222,612 269,030 277,726 269,680 276,966 304,290

総人口 1,738,624 1,762,249 1,763,185 1,750,685 1,729,468 1,704,565 1,676,622

将来推計人口

将来推計人口（人）

介護需要が増大！
全国平均よりも高い伸び！

75歳以上人口増加！

■ 医療：東葛南部医療圏 ■ 医療：全国平均
■ 介護：東葛南部医療圏 ■ 介護：全国平均
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【東葛南部医療圏】外部環境（入院患者推計）

産業医科大学 松田教授開発 ＡＪＡＰＡより

・肺炎、脳卒中が増えそう（回復期リハや地域包括ケアが重要）
・心筋梗塞やがんの増加は、肺炎、脳卒中を下回る
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【東葛南部医療圏】地域医療資源（１／４）

2018年11月現在の地域内医療機関情報の集計値（人口10万人あたりは、2015年国勢調査総人口で計算）

資料：日本医師会 地域医療情報システム 11



【東葛南部医療圏】地域医療資源（２／４）

資料：日本医師会 地域医療情報システム

2018年11月現在の地域内医療機関情報の集計値（人口10万人あたりは、2015年国勢調査総人口で計算）

在宅療養支援診療所1は2件、在宅療養支援診療所2は33件、在宅療養支援診療所3は70件所在
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【東葛南部医療圏】地域医療資源（３／４）

資料：日本医師会 地域医療情報システム

2018年11月現在の地域内医療機関情報の集計値（人口10万人あたりは、2015年国勢調査総人口で計算）

在宅療養支援診療所×有床診療所は2件のみ
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【東葛南部医療圏】地域医療資源（４／４）

資料：日本医師会 地域医療情報システム

2018年11月現在の地域内医療機関情報の集計値（人口10万人あたりは、2015年国勢調査総人口で計算）

内科系診療所で検索
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 平成22（2010年）年5月

東習志野クリニック 在宅療養支援診療所開設

 平成25年（2013年） 5月

高洲訪問クリニック 開院

 平成25年（2013年） 7月

南柏駅前クリニック 開院

 令和1年（2019年） 10月

スカイメディカルクリニック グループ参入

 令和2年（2020年） 5月

オリーブ訪問クリニック駒場 開院

訪問医療部門の沿革

在宅医療の点数変遷

1981年 往診料ができる

1984年 緊急往診加算ができる

1990年 訪問看護が点数化

1994年 在宅時医学総合管理料・看取り加算・
ターミナル加算などが新設

2000年 介護保険スタート

2006年 在宅療養支援診療所ができる

2012年 機能強化型在宅療養支援診療所・病院
ができる

2014年 機能強化型訪問看護ステーションが創
設

2016年 在宅専門クリニックの施設基準が新設
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１．患者のため
在宅医療需要増

２．地域のため
地域包括ケアシステム構築

訪問医療の目的
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こひつじ会グループのミッション
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こひつじ会グループの法人概要
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医療法人社団小羊会

医療法人社団信明会

医療法人社団祥三会

社会福祉法人小羊会

社会福祉法人千葉育美会

社会福祉法人寿老福祉会
社会福祉法人一静会

習志野総合サービス㈱
㈱朝日ケアコンサルタント
㈱ならしの健康倶楽部

JVMC（日本ﾍﾞﾄﾅﾑﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾈｸｼｮﾝ）

クリニック１２施設。居宅介護１３事業所
船橋訪問クリニック（有床診療所；2021年開設予定）
コスモスクリニック、オリーブ訪問クリニック駒場、
こひつじ訪問看護
スカイメディカルクリニック

特別養護老人ホーム柏こひつじ園
特別養護老人ホーム船橋こひつじ園（2021年春開設予定）
特別養護老人ホーム三郷藤光園
特別養護老人ホーム波岡の家、花の里、浮間こひつじ園
在宅介護 かずさデイサービスセンター
特別養護老人ホーム寿老の里
特別養護老人ホームしずか荘

日本介護教育学院・日本語学校等
オーシャンプロムナード湘南（特定施設）
カーブス１２店舗

さくらクリニック（ベトナム・ハノイ）

医療法人

社会福祉法人

MS法人

海 外

学校法人
学校法人衛生学園 神奈川衛生専門学校

東京衛生専門学校

職員数約1500名
※2020年5月時点



高洲訪問クリニックの取り組み

介護度に応じて積極的に関わる透析治療。機能強化型在宅療養支援診療所・在宅緩和ケア充実診療所の機能も併せ持つ訪問診療拠点

千葉県千葉保健医療圏の概況

人口 972万人
高齢化率 25％
病院数 47
診療所数 582
訪問看護st 31
調剤薬局 409

医療、介護ともに需要予測指数
は全国平均よりも高い地域

【在宅療養支援機能の概況】
在支病1 1 在支診1 0
在支病2 4 在支診2 25
在支病3 4 在支診3 40
調剤薬局のうち訪問対応可 101

【高洲訪問クリニックの概要】

内科・人工透析内科・糖尿病内科・訪問医療

開院年月日：平成25年5月1日
住所：千葉県千葉市美浜区高洲1-1-13 1F
院長：橋詰史朗
職員：医師・看護師・臨床工学技士・看護助手・医
療事務・医療ソーシャルワーカー・管理栄養士
透析診療：血液透析・血液濾過透析治療
設備：透析ベッド16床・病床14床・透析供給装置・
X-P・CT・超音波診断装置

【高洲訪問クリニックの取組み】

在宅療養支援（訪問診療）

□ 当院は、機能強化型在宅療養支援診療所であり、在宅緩和ケア充実診療所の機能も併せ持つ。
□ 有床診療所の機能を持つ高洲訪問クリニック（美浜区：医療法人社団小羊会）を中心に東習志野ク
リニック（習志野：医療法人社団小羊会）、はるかぜ診療所（四街道：医療法人社団誠津会）、南柏駅
前クリニック（柏：医療法人社団小羊会）、スカイメディカルクリニック（船橋：医療法人社団祥三
会）の５医療機関が連携し、365日24時間体制の診療と看取りを行っている。
□ 連携医療機関の訪問診療患者のバックベッド機能を有し、薬剤や療養による入院治療、終末期、緩
和ケアへ対応出来る体制を常に整えている

介護度が高い透析患者対応

□ 介護度が高い透析患者を積極的に受け入れている。送迎は、Door to Doorを基本としている。
□ 365日24時間の緊急電話対応、必要に応じて自宅や老人施設への緊急往診や看取りも行っている。

退院支援の強化

□ 社会福祉士による退院支援を強化していることで、地域中核病院で退院困難になっている患者の転院
先としての機能を果たしている。

実績

入院平均在院日数 18.6日
年間新規入院者数 107人
一日平均在宅患者数 76人/日
訪問患者延べ数 1,825人/月
在宅患者延べ数 44人/月
年年看取り数（自宅） 100人/年
年間看取り数（入院） 38人/年
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南柏駅前クリニックの取り組み

透析患者の在宅療養支援と、特養・グループホーム・サ高住・有料老人ホーム等の主として施設入所者の在宅医療支援から看取り対応を提供

千葉県東葛北部保健医療圏の概況

人口 135.7万人
高齢化率 25.7％
病院数 57
診療所数 682
訪問看護st 89
調剤薬局 482

医療、介護ともに需要予測指数
は全国平均よりも高い地域

【在宅療養支援機能の概況】
在支病1 0 在支診1 2
在支病2 39 在支診2 39
在支病3 58 在支診3 58
調剤薬局のうち訪問対応可 148

【南柏駅前クリニックの概要】

内科／内分泌・代謝内科／人工透析（20ベッド）

※職員構成
医師（常勤）2名（非常勤）6名（当直医）7名
看護師 常勤換算6.0名
臨床工学技士 6名 放射線技師 2名（非常勤）
臨床検査技師 1名（非常勤）
その他：看護助手・医事課職員・訪問クラーク等
※在宅療養の施設基準
在支診2（医療圏内39施設のうちの1つ）
在医総管／施医総管／在がん医総
24時間365日の訪問診療体制を構築

【南柏駅前クリニックの取組み】

在宅療養支援（訪問診療）

□ 東葛北部保健医療圏の中でも、柏市・松戸市・流山市並びに近隣埼玉県三郷市への訪問診療対応
□ グループ内特別養護老人ホームへの配置医対応、グループホームへの訪問診療を行い、グループ内

での地域包括ケア体制を構築
□ 在宅患者のみならず、医療提供体制の整わない施設入居者への訪問診療も対応
□ 近隣の急性期・回復期病院から在宅（施設含む）に向けて退院する患者の退院支援（病院と連携）

また、在宅（施設含む）療養中患者の一時入院時の他院との調整
□ お看取り対応

透析患者の在宅療養支援

□ 居宅ではなく、施設に戻るしかない透析患者のために、透析患者受入可となる施設を増やすべく連携
（施設看護師、ケア担当者からの透析時以外の電話相談対応なども実施）

その他

□ 介護と障害者分野の共生への取組みが進む中、柏市内の障がい者自立支援の会のグループホームの
連携医療機関としての対応

実績（訪問診療） 在支診に係る報告書と同じ指標にての集計値（2019年1月～2019年12月期）

平均診療期間 32.5ヶ月
合計診療患者数 476名
延べ訪問診療回数 8,132回（うち往診：283回／訪問看護：51回）
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東習志野クリニックの取り組み

特養・グループホーム・サ高住・有料老人ホーム等の主として施設入所者の在宅医療支援から看取り対応を提供

千葉県東葛南部保健医療圏の概況

人口 171.4万人
高齢化率 19.0％
病院数 61
診療所数 958
訪問看護st 55
調剤薬局 596

医療、介護ともに需要予測指数
は全国平均よりも高い地域

【在宅療養支援機能の概況】
在支病1 1 在支診1 2
在支病2 1 在支診2 33
在支病3 2 在支診3 70

【東習志野クリニックの概要】

内科・訪問医療

設立年月日：平成17年7月1日
住所：千葉県習志野市東習志野3-1-22
院長：塩田晶彦
職員構成
医師（常勤）1名（非常勤）2名
看護師 常勤換算3.8名
その他、医事課職員・訪問クラーク等
※在宅療養の施設基準
在支診2（医療圏内33施設のうちの1つ）
在医総管／施医総管

【東習志野クリニックの取組み】

在宅療養支援（訪問診療）

□ 当院は、医療機関が連携しあう機能強化型在宅療養支援診療所である。
□ 有床機能の高洲訪問クリニック（美浜区：医療法人社団小羊会）が入院受け入れ機能となり、はる

かぜ診療所（四街道：医療法人社団誠津会）、南柏駅前クリニック（柏：医療法人社団小羊会）、
スカイメディカルクリニック（船橋：医療法人社団祥三会）と広域に跨る5医療機関が連携し、
365日24時間体制の診療と看取りを行っている。

□ 東葛南部保健医療圏の内、主に習志野市・船橋市・八千代市市並びに千葉医療圏の内、主に花見川
区への訪問診療対応

□ 医療提供体制の整わない施設入居者及び在宅患者への訪問診療を対応
□ お看取り対応

特養への配置医

□ 医療需要が高まる特別養護老人ホームへの医療提供を配置医として積極的に関与している。

実績（訪問診療）

在宅医療件数 385件（令和元年12月）
延べ訪問診療回数 9,397回（2019年1月～2019年12月期）

※JMAP（地域医療情報システム）より転載
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医療施設数・病床数の年次推移

※出典：医療施設調査（各年10月1日時点）
（出典 Google）24



地域包括ケアシステム構築のため、

１．在宅医療の拠点

２．緩和ケア、看取りの場
終末期医療

３．病院からの受け皿
在宅、介護施設への受け渡し

有床診療所の目的
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